
がんに集中的に照射するためのビームを

つくるシンクロトロンの前に立つ河村教

授。チーム医療で重粒子線治療に当たる

2010年３月、国内の大学病院として

初めて重粒子線治療を開始した群馬大

医学部附属病院「重粒子線医学センタ

ー」。今年２月、同センター教授に河

村英将さんが就任した。長年最先端の

放射線治療に携わってきた河村教授は

「重粒子線治療に関わる最新技術の導

入も進め、チーム医療で安全で質の高

い医療を提供していきたい」と力を込

める。

■

集
中
的
に
照
射
■

■

受
け
入
れ
強
化
■

手
術
、
薬
物
療
法
と
並
ぶ
、
が
ん
の

３
大
治
療
法
で
あ
る
放
射
線
治
療
の
一

つ
が
重
粒
子
線
治
療
で
す
。
シ
ン
ク
ロ

ト
ロ
ン
と
い
う
直
径

㍍
の
巨
大
な
装

置
で
、
炭
素
イ
オ
ン
を
光
速
の

％
ま

で
加
速
さ
せ
、
が
ん
に
集
中
的
に
照
射

し
ま
す
。

エ
ッ
ク
ス
線
よ
り
が
ん
細
胞
に
対
す

る
生
物
効
果
（
殺
傷
効
果
）
が
高
い
で

す
。
放
射
線
に
よ
る
痛
み
や
熱
さ
は
な

く
、
麻
酔
を
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
期
間
は
、
一
般
の
放
射
線
で
は
６

〜
８
週
間
か
か
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
重
粒
子
線
の
場
合
、
１
〜
４
週
間

程
度
。
週
４
回
の
照
射
で
通
院
も
可
能

で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
や
治
療
時
間
の
延

長
な
ど
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し

患

者
数
は
こ
こ
数
年
増
え
続
け
て
い
ま

す

昨
年
は
前
年
よ
り

人
増
の
過
去

最
多
と
な
る
７
４
０
人
に
な
り

今
年

３
月
末
ま
で
の

年
間
に
４
７
０
４
人

が
治
療
を
受
け
て
い
ま
す

患
者
の
半

数
以
上
は
県
内
で

そ
の
ほ
か
関
東
近

郊
を
中
心
に
全
国
各
地

海
外
か
ら
も

受
診
し
て
い
ま
す

治
療
を
希
望
す
る

場
合
は

医
師
の
紹
介
状
と
予
約
が
必

要
で
す

重
粒
子
線
治
療
の
適
応
は
学
会
で
定

め
ら
れ
て
い
て

そ
の
う
ち
保
険
適
用

は

骨
軟
部
腫
瘍
と
前
立
腺
が
ん

頭
頸け

い

部
が
ん

扁
平
上
皮
が
ん
を
除
く

で

す

最
も
患
者
数
が
多
い
の
は
前
立
腺

が
ん
で

全
体
の
６
割
を
占
め
ま
す

先
進
医
療
に
よ
る
重
粒
子
線
治
療
で

は
、
治
療
費
３
１
４
万
円
が
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
保
険
適
用
の
疾

患
で
は
、
国
の
高
額
療
養
費
制
度
の
利

用
で

万
円
程
度
（
年
齢
や
所
得
に
よ

る
）
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
日
本
放
射
線

腫
瘍
学
会
で
は
、
国
に
対
し
て
保
険
適

用
の
拡
大
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

■

垣
根
を
越
え
て
■

重
粒
子
線
治
療
は
、
チ
ー
ム
医
療
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
医
師
の
診
断
に
基
づ

い
て
治
療
計
画
を
立
て
る
医
学
物
理

士
、計
画
通
り
に
治
療
が
で
き
る
よ
う
、

患
者
さ
ん
を
治
療
台
に
固
定
す
る
器
具

の
作
成
や
実
際
の
照
射
を
行
う
診
療
放

射
線
技
師
、
照
射
ビ
ー
ム
を
つ
く
る
加

速
器
を
操
作
す
る
技
術
者
、
看
護
師
や

受
付
職
員
な
ど
多
職
種
連
携
で
治
療
に

当
た
り
ま
す
。

治
療
方
針
に
つ
い
て
は
、
外
科
や
内

科
な
ど
の
専
門
家
と
意
見
交
換
す
る
キ

ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
を
開
き
、
診
療
科
の

垣
根
を
越
え
て
治
療
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

放
射
線
治
療
に
携
わ
る
人
材
育
成
を

進
め
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を

活
用
し
た
治
療
計
画
の
作
成
や
、
正
確

な
照
射
位
置
に
自
動
補
正
す
る
高
精
度

の
画
像
誘
導
と
い
っ
た
最
新
技
術
を
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
の
負
担
が
少
な
く
、
早
期
に
社
会

復
帰
で
き
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
の
維
持
・
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
医
療
安
全
に
努
め
、
さ
ら

に
多
く
の
方
々
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に

な
っ
て
も
人
生
は
続
く
｜
。
そ
の
後
の

人
生
も
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

（８） （令和３年）（８） （令和３年）


